



















第 1 190 号
昭和 42 年 3 月 28 日
工学研究科醗酵工学専攻

















operon 全体をもっ transducing particle の感染によるものはトリプトファンによって抑制され，アン
トラニル酸合成酵素の遺伝子を欠損しているものによって得たものは， トリプトファンにより抑制さ
れないことを明らかにした。さらにゆ 80 および φ80 dt が溶原化している heterogenote を対象とし
紫外線照射した時のトリプトファン合成酵素の合成について実験し transducing particle が増殖状態
に移ったものについてトリプトファンによる抑制状態を調べている。また heterogenote においてトリ
プトファン合成系の operon による各酵素の合成がトリプトファンによりどのように抑制されるかを
調べた結果， operator gene の位置はアントラニノレ酸合成酵素の遺伝子座に非常に接近しているか，
あるいはアントラニル酸合成酵素の構造遺伝子中にあるものとみなされるとの結論に達した。
第 2 編は大腸菌によるトリプトファン蓄積のための細胞制御理論の応用を取扱ったもので， トリプ
トファン合成系の各酵素の生産や作用がトリプトファンによって，それぞれ抑制ないし阻害されない
株を得るため regulator 株 feedback 株および heterogenote について試験し合目的の菌株を得る乙とに
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成功し，これを用いて培養条件をも検討し，かなりのトリプトファン蓄積を行なう乙とを認めた。
結論においては以上の諸結果を要約し，その意義を論じている。
論文の審査結果の要旨
本論文は大腸菌によるトリプトファン醸酵における代謝制御の理論を遺伝生化学的観点より究明
し，さらにこの結果を基礎として遺伝的子法によりトリプトファンの多量蓄積に好的な菌株を獲得
し，その培養条件について検討を加えたものであって，学術的にも工業的応用の見地からも有用な諸
結果を含んでいる。以上のように本論文は醸酵工学に寄与すると乙ろが大きく博士論文として価値あ
るものと認める。
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